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中東情勢の緊迫化を踏まえた日銀金融政策運営
4月会合での利上げ織り込みは3割程度まで低下

1/1

2026年4月14日

中東情勢を注視、経済・物価見通しの確度とリスクを点検
中東情勢の混乱を背景に原油価格が高止まりする中、国内10年国債利回りは2.5%目前まで上昇しまし

た（4月13日時点）。中東情勢を巡っては、米国とイランが2週間の一時停戦に合意したものの、その後の
協議では、核開発やホルムズ海峡の通航再開を巡る隔たりが依然として大きく、戦闘終結に向けた協議は
難航しています。米国が同海峡の「逆封鎖」を打ち出すなど、情勢は引き続き緊迫しており、中東情勢が
国内経済・物価に及ぼす影響を見極めるにはなお時間を要するとみられます。

もっとも、植田日銀総裁は3月の金融政策決定会合で、内外経済の不確実性が高まる中でも、従来の利
上げ路線を維持する姿勢を明らかにしており、市場では4月会合（4月27日・28日）における利上げの有
無が短期的な焦点となっています。特に、先週発表された景気ウォッチャー調査等で景況感の大幅な悪化
が確認されたことを受け、これまで物価上振れへの警戒感が相対的に強かった日銀の金融政策スタンスに
変化が生じるかに注目が集まっていました。こうした中、植田総裁は13日の信託大会で、「中東情勢の緊
迫化を受けて、国際金融市場では不安定な動きがみられる」、「経済・物価・金融情勢に及ぼす影響を注
視しつつ、経済・物価の中心的な見通しが実現する確度やリスクを点検していきたい」などと述べ（氷見
野副総裁代読） 、利上げを急ぐ姿勢を示しませんでした。こうした見方も背景に、一時は7割強まで高
まっていた市場が織り込む4月会合での利上げ確率は、3割程度まで低下しています。

（出所）ブルームバーグ

市場が織り込む4月会合での利上げ確率
（%）

10年国債利回りと原油先物価格

（出所）ブルームバーグ

（%） （米ドル/バレル）

※使用 ※直近値は2026年4月13日

（2020年1月～2025年5月）（%）

※直近値は2026年4月13日

（2025年6月時点） （円/米ドル）
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10年国債利回り（左軸）

北海ブレント原油先物（右軸）
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